
Q

東郷・日向・延岡を走る

牧水生誕百年祭炬火リレー
亀

昭和60年11月号第411号

廃行／宮崎県東郷町役　
　　　　　　　　　一

　炬火リレーで東郷・日向市・延岡市を結ぶ。

　10月22日、牧水生誕百年を祝う炬火リレーが行わ

れました。

　埠谷の牧水歌碑に設けられた炬火採火場より二二

された炬火は、午後り時30分より青年の手によって

日向市・延岡市へとリレーされました。

　　　　　　　　　　　　　愈　∫　－

妻にさへものいふ惜しみ静心

　　　　　　たもちこらへて秋山に來し

　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水



（2）可憐とうこう

　
牧
水
生
誕
百
年
祭
が
二
十
四
日
、

牧
水
記
念
館
前
の
広
場
で
生
誕
式
典
、

坪
谷
小
学
校
と
役
場
前
で
歌
碑
の
除

幕
式
、
中
央
公
民
館
で
講
演
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
五
五
〇
名
が
参

列
し
牧
水
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
．
、

　
生
誕
式
典
は
、
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
記
念
館
前
広
場
に
飾
ら
れ
た
祭

壇
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
牧
水
の
長
男
、
旅
人
氏
が
、
朗
詠

の
流
れ
る
中
、
牧
水
生
家
の
縁
側
に

飾
ら
れ
た
牧
水
の
遺
影
に
酒
を
さ
さ

げ
、
引
き
続
き
記
念
館
前
に
飾
ら
れ

た
祭
壇
に
町
長
ら
関
係
者
が
酒
を
さ

①
坪
谷
小
学
校
児
童
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
で
生
誕
百
年
祭
式
典
の
幕
あ

け
る
。

＜

　㍗
氣、　じ醐 ・

さ
げ
ま
し
た

　
坪
谷
小
学
校
で
は
、
十
時
三
十
分

か
ら
校
庭
西
側
の
牧
水
が
丘
に
建
て

ら
れ
た
歌
碑
「
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
よ

と
母
に
起
さ
れ
て
す
が
る
小
窓
の
草

月
夜
か
な
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
．

　
こ
の
歌
碑
は
、
坪
谷
小
学
校
区
に

居
住
す
る
方
々
の
寄
付
を
受
け
、
P

T
A
の
奉
仕
作
業
等
に
よ
り
完
成
し

た
も
の
で
す
、
除
幕
後
は
児
童
に
よ

る
臼
太
鼓
お
ど
り
、
P
T
A
の
舞
踊

な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た撫

ワー「 k，

’

レ
②
牧
水
生
誕
百
年
祭
式
典
の
開
会

に
あ
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る

高
森
町
長
。

　
十
二
時
十
分
か
ら
、
役
場
庁
舎
前

に
建
て
ら
れ
た
歌
碑
「
う
す
べ
に
に

葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い
で
て
咲
か

む
と
す
な
り
山
櫻
花
」
の
除
幕
式
か

行
わ
れ
た
あ
と
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
設
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
で
山
菜
料
理

が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
．
．

　
午
後
】
時
三
十
分
か
ら
会
場
を
中

央
公
民
館
に
移
し
、
町
内
小
・
中
学

生
に
よ
る
牧
水
か
る
た
と
り
、
コ
ー

ラ
ス
、
短
歌
入
選
者
の
発
表
な
ど
祝

賀
会
が
行
わ
れ
、
若
山
旅
人
氏
に
よ

る
「
父
・
若
山
牧
水
一
の
講
演
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た

③
牧
水
生
家
の
縁
側
に
設
け
ら
れ
た

遺
影
に
酒
を
そ
そ
ぐ
若
山
旅
人
氏

く

町報とうこう
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レ
④
牧
水
の
遺
影
に
酒
を
さ
さ
げ
る

大
悟
法
利
雄
氏
（
牧
水
の
高
弟
）

た校
訓

学
幕

▲⑤坪

　歌碑

▲⑥坪谷小児童による臼太鼓おと

　りを披露

戴
髭

灘
蔑
獅
‘

▲⑧毎年1月に開催されている牧水かるた大

　会を披露

▼⑨祝辞を述べる宮崎県知事

レ
⑩
短
歌
入
選
者
（
小
・
中
・
高
・

　一

ﾊ
の
部
）
の
表
彰
。

　
⑪
「
父
・
若
山
牧
水
」
と
題
し
て

く
の
若
山
旅
人
氏
の
講
演
。



（4）

町報とうこう

響
ー
ポ
ム
▽
ゴ

尋
．

幽
劉
》

、
饗
ゴ

ゴ霧謬「

〃蜜

町
民
体
育
大
会
結
果

　
第
二
十
五
回
町
民
体
育
大
会
が
、

十
月
二
十
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
各
種
目
に
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
当
日
は
、
八
時
三
十
分
か
ら
開
会

行
事
が
行
わ
れ
、
町
内
十
一
公
民
館

か
ら
選
ば
れ
た
選
手
が
、
ト
ラ
ッ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
に
出
場
し
記
録
に

挑
戦
し
た
結
果
、
女
子
百
メ
ー
ト
ル

等
六
種
目
に
大
会
新
記
録
、
二
種
目

に
タ
イ
記
録
が
生
ま
れ
、
記
録
が
更

新
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
種
目
ご
と
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
〔
男
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
森
田
敏
勝
（
鶴
）
1
3
秒

3
　
▽
高
校
生
　
関
野
幸
一
（
福
）

12

b
5
　
▽
二
十
五
歳
以
下
　
黒
木

和
彦
（
寺
）
1
2
秒
8
　
▽
二
十
六
～

二
十
九
歳
　
高
山
睦
男
（
八
）
1
2
秒

5
　
▽
三
十
～
三
十
四
歳
　
福
谷
集

（
鶴
）
1
2
秒
3
　
▽
三
十
五
～
三
十

九
歳
　
峯
瀬
太
（
小
）
1
2
秒
9
　
▽

四
十
～
四
十
四
歳
　
那
須
達
充
（
小
）

13

b
3
　
▽
四
十
五
～
四
十
九
歳

鶴
田
久
二
男
（
福
）
1
3
秒
7
　
▽
五

十
歳
以
上
（
6
0
メ
ー
ト
ル
）
寺
原
和

正
（
羽
）
8
秒
8

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
沖
田
光
太
郎
（
羽
）
2
6

秒
5
　
▽
高
校
生
　
寺
田
良
吉
（
鶴
）

27

b
7
　
▽
一
般
　
那
須
祐
二
（
八
）

25

b
7

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル

小
川
勝
正
（
鶴
）
1
分
1
秒
7

　
▼
千
メ
ー
ト
ル

▽
四
十
歳
代
　
橋
口
克
義
（
寺
）
3

分
1
2
秒
7
　
▽
五
十
歳
代
　
直
野
政

一
郎
（
福
）
3
分
5
8
秒
3

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
平
野
昭
一
（
福
）
5
分

7
秒
5
　
▽
高
校
生
　
佐
々
木
一
也

（
坪
）
4
分
5
5
秒
3
　
▽
二
十
九
歳

以
下
　
河
野
賢
一
（
越
・
下
）
4
分

レ
ス
タ
ー
ト
が
大
切

35

b
3
　
▽
三
十
歳
代

（
迫
）
4
分
4
4
秒
0

誕◆多

墨
池
田
平
美

■＝轟轟鍵
、∵〆鰐∫妬
一二響擢　纂灘警

　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

河
野
賢
一
（
越
・
下
）
1
6
分
2
1
秒
1

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

福
瀬
区
　
1
分
4
6
秒
3

　
▼
年
齢
別
リ
レ
ー

小
野
田
区
　
2
分
2
0
秒
5

　
▼
俵
運
び
競
争

福
瀬
区
　
2
分
5
秒
1

　
▼
走
高
跳

▽
中
学
生
　
森
田
敏
勝
（
鶴
）
1
m

53

@
▽
高
校
生
　
河
野
達
雄
〔
越
・

下
）
1
m
5
9
　
▽
一
般
　
岩
田
豊
昭

（
福
）
－
m
6
5

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
黒
木
義
人
（
小
）
4
m

39

@
▽
高
校
生
　
寺
田
良
吉
（
鶴
）
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5
m
5
7

4
m
9
5

▽
一
般
　
海
野
修
＝
小
）

轡難

職易彩・

レ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
し
っ
か
り
と

　
▼
砲
丸
投

▽
中
学
生
黒
木
義
人
（
小
）
8
m

81

@
▽
高
校
生
　
都
甲
牧
人
（
小
）

12

高
Q
9
一
大
会
新
　
▽
二
十
歳
代

直
野
雄
二
（
福
）
1
0
m
O
　
▽
三
十

歳
代
　
好
配
太
（
小
）
1
2
m
5
4
　
▽

四
十
歳
代
　
田
辺
英
雄
（
福
）
1
2
m

64

@
▽
五
十
歳
以
上
　
黒
田
鉄
男

（
田
）
1
0
m
3
8

　
　
〔
女
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
東
村
掻
子
（
小
）
1
3
秒

8
一
大
会
新
　
▽
高
校
生
　
畝
原
寿

美
代
（
小
）
1
5
秒
3
　
▽
二
十
五
歳

以
下
　
伊
東
美
代
子
（
八
）
1
6
秒
1

▽
二
十
六
～
二
十
九
歳
　
本
多
有
子

（
小
）
1
4
秒
8
　
▽
三
十
～
三
L
四

歳
　
小
川
好
美
（
鶴
）
1
4
秒
6
　
▽

三
十
五
～
三
十
九
歳
　
工
藤
清
子

（
小
）
1
5
秒
2
一
大
会
タ
イ
記
録

▽
四
十
～
四
十
四
歳
　
那
須
文
代

（
小
）
1
5
秒
2
一
大
会
新
　
▽
四
十

五
～
四
十
九
歳
　
長
渡
ア
ツ
子
（
福
）

17

b
3
　
▽
五
十
歳
以
上
（
6
0
メ
ー

ト
ル
）
直
野
エ
ミ
子
（
福
）
1
0
秒
9

一
大
会
タ
イ
記
録

臨襲巨弾：：コ町＝
嚇衡漁驚難霧霧
r酸・留．　　　ゴ卿 蟻藩

レ
応
援
に
も
力
が
は
い
り
ま
す

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

小
川
好
美
（
鶴
）
3
0
秒
1
一
大
会
新

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル

伊
東
美
代
子
（
八
）
3
分
5
3
秒
0

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

鶴
野
内
区
　
1
分
4
秒
8

　
▼
年
齢
別
リ
レ
ー

鶴
野
内
区
　
1
分
5
4
秒
3

　
▼
走
高
跳

▽
中
学
生
　
長
渡
牧
子
（
田
）
1
m

30

@
▽
高
校
生
　
下
原
寿
美
代
（
小
）

1
m
3
5
－
－
大
会
新
　
▽
【
般
　
伊
東

泉
（
鶴
）
－
m
2
5

　澱：
翻レ

腰
を
痛
め
な
い
よ
う
に

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
東
村
量
子
（
小
）
3
m

99

@
▽
高
校
生
　
畝
原
寿
美
代
（
小
）

3
m
3
3
　
▽
一
般
　
本
多
有
子
（
小
）

4
m
1
5

▼長距離はつかれます

蝋

　
▼
砲
丸
投

▽
中
学
生
　
黒
木
あ
き
子
（
迫
）
7

m
5
2
　
▽
高
校
生
　
三
浦
祥
子
（
仲
）

8
m
7
3
　
▽
一
般
（
二
十
九
歳
以
下
）

那
須
恵
美
子
ハ
小
）
7
m
8
5
　
▽
三

十
～
三
十
四
歳
　
井
上
千
穂
子
（
小
）

9
m
3
　
▽
三
十
五
歳
以
上
　
藤
崎

月
子
（
八
）
8
m
8
4
1
1
大
会
新

　
▼
公
民
館
役
職
員
リ
レ
ー

八
重
原
区
　
1
分
5
9
秒
7

　
　
〔
総
合
の
部
〕

優
　
勝
小
野
田
公
民
館

第
二
位
鶴
野
内
公
民
館

第
三
位
福
瀬
公
民
館

＜
表
　
　
彰

】
六
五
点

一
五
五
点

一
四
C
点

解，ゴ @　　　　　　　　　r聯

～ボ艦・
儀

レ
完
成
し
た
牧
水
橋

　
　
“
牧
水
橋
”
が
完
成

　
今
年
四
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い

た
「
．
牧
水
橋
」
が
完
成
し
、
十
月
二

十
四
日
に
渡
り
染
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
．
こ
の
「
牧
水
橋
」
は
、
牧
水
記

念
館
前
か
ら
対
岸
の
農
免
農
道
を
結

ぶ
た
め
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
す
．
、

　
橋
の
長
さ
は
六
十
八
メ
ー
ト
ル
、

巾
七
・
二
五
メ
ー
ト
ル
で
う
ち
片
側

に
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
一
、
こ
の
僑
の
完
成
に

よ
り
、
深
谷
、
赤
井
笠
、
上
野
原
地

区
か
ら
坪
谷
中
学
校
に
通
う
生
徒
に

と
っ
て
は
通
学
時
間
が
短
縮
さ
れ
る

と
と
も
に
、
牧
水
記
念
館
と
牧
水
公

園
（
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
）
を
｝
体
的
に
結
ば
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。



（6）三三とうこう

点
描
㈲

難
読
摩

そ
の
五

　
農
事
作
業
は
一
切
日
限
が
定
め
ら

れ
て
い
て
、
日
照
り
や
雨
降
り
日
等

考
え
て
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。
雨

の
日
に
畑
仕
事
を
し
た
り
す
る
事
等

当
り
前
の
様
に
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
稲
作
も
中
手
、
お
く
・
手
の
区
別
な

く
土
地
柄
も
合
お
う
が
合
う
ま
い
が

苗
を
植
え
さ
せ
、
結
果
は
実
入
り
が

悪
い
の
で
す
。
そ
し
て
年
貢
は
当
り

前
1
1
一
取
り
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
六

　
自
姓
は
「
ぞ
う
す
い
」
を
た
べ
よ

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
ぞ
う
す
い
ど

こ
ろ
か
ワ
ラ
ビ
、
ク
ズ
の
根
、
山
野

の
木
の
二
等
を
た
べ
て
命
を
つ
な
い

で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す
．
）

　
庄
屋
ま
で
が
上
納
の
品
別
に
上
の

せ
を
し
て
、
取
立
て
を
し
た
こ
と
ま

で
あ
っ
た
の
で
百
姓
の
苦
し
み
は
ま

こ
と
に
ひ
ど
か
っ
た
の
で
す
。

　
以
上
の
様
に
山
陰
坪
谷
の
百
姓
達

は
こ
れ
以
上
の
が
ま
ん
は
出
来
な
い

と
内
内
に
相
談
し
て
、
田
代
の
目
付

役
津
隈
氏
に
「
口
上
二
日
一
で
訴
え
た

の
　
、
・
す
が
、
遂
に
取
上
げ
ら
れ
ず
百

姓
達
は
怒
り
に
怒
っ
た
の
で
す
。
こ

赴
以
上
の
勘
忍
は
出
来
な
い
と
、
総

立
ち
に
な
り
遂
に
逃
散
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
の
で
す
。
時
に
元
禄
三
年

九
月
、
山
陰
坪
谷
併
せ
て
二
九
九
竈

千
四
百
二
十
二
人
が
十
九
日
に
寺
迫

に
集
結
し
、
島
津
藩
を
頼
り
に
出
立

し
た
の
で
す
．
、
だ
が
都
農
町
股
猪
野

に
て
高
鍋
藩
役
人
に
通
行
阻
止
に
会

い
、
説
得
を
受
け
、
又
延
岡
藩
よ
り

も
役
人
が
来
て
帰
村
を
す
す
め
た
の

で
す
。
百
姓
達
は
意
志
が
か
た
く
断

固
と
し
て
応
ぜ
ず
、
や
む
無
く
高
鍋

藩
は
股
猪
野
に
小
屋
掛
け
を
し
て
自

姓
達
を
収
容
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　
高
鍋
藩
は
男
飯
米
五
合
、
女
三
合

五
勺
、
子
供
二
合
五
聖
を
与
え
て
当

座
の
生
活
の
面
倒
を
見
た
の
で
す
。

百
姓
達
は
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
毎
日
を
優
う
つ
に
送
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
よ
り
延
岡
藩
の
役
人
が
入
れ

変
わ
り
立
ち
変
わ
り
し
て
帰
村
の
説

得
を
な
す
が
、
百
姓
達
は
頑
と
し
て

応
じ
な
い
の
で
す
。
江
戸
幕
府
は
事

の
重
大
を
見
て
、
百
姓
代
表
二
十
入

を
江
戸
に
呼
び
裁
判
沙
汰
と
し
、
元

禄
四
年
七
月
百
姓
の
落
度
と
し
て
二

十
人
を
処
刑
し
、
百
姓
達
に
帰
村
の

命
を
告
げ
た
の
で
す
．
．

　
郡
代
梶
田
も
代
官
大
崎
も
追
放
と

な
り
、
百
姓
達
は
次
つ
ぎ
と
帰
村
し

た
の
で
事
の
結
着
は
つ
き
ま
し
た
。

　
思
い
ま
す
こ
と
は
悪
代
官
に
苛
め

ら
れ
て
、
逃
散
し
て
延
岡
藩
の
悪
政

に
抵
抗
し
藩
主
代
官
を
追
放
し
、
帰

村
し
た
百
姓
達
の
こ
の
心
意
気
を
、

私
達
後
え
い
の
者
は
、
た
だ
単
に
遠

い
昔
の
出
来
事
と
せ
ず
、
都
農
町
長

野
の
黒
木
宮
造
さ
ん
、
股
猪
野
の
黒

木
ス
ミ
子
さ
ん
の
墓
守
に
も
感
謝
し

て
、
町
民
の
大
き
い
誇
り
と
し
ま
し

ょ
う
。
　
東
郷
町
文
化
協
会
長
都
田
－
鶴
男

．
畠
昌
＝
亀
≡
冒
．
8
≡
7
§
＝
7
8
≡
7
8
層
呂
冨
8
昌
＝
8
7
8
3
■
7
3
3
冒
・
一
一
＝
冒
・
・
8
塁
7
昌
一
≡
7
§
冨
冒
二
3
呂
：
一
一
一
3
・
邑
呂
7
3
8
一
7
一
冨
3
7
8
≡
7
8
昌
＝
重
昌
一
呂
零
8
0
竃
＝
－
重
昌
＝
冒
8
0
3
＝
冒
．
一
一
＝
留
．
一
一
一
＝
響
曾
一
一
一
3
響
8
3
≡
7
二
■
冨
．
馴
≡
一
一
冒
．

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
放
し
飼
い
は
大
変
危
険
で
す
。

特
に
、
幼
児
・
小
学
生
等
の
通
学
路

で
は
被
害
に
あ
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

絶
対
に
放
し
飼
い
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
放
し
飼
い
犬
の
苦
情
、
野

良
犬
を
見
つ
け
た
場
合
は
日
向
保
健

所
か
役
場
住
民
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
、

〈
連
絡
先
〉

日
向
保
健
所

役
場
住
民
課

丁
田
ニ
ー
五
一
〇
一

容
上
聖
断
－
一
一
一
　
一
　
一

愈蝶

続
・
牧
水
と
坪
谷
④

　
彼
の
亡
く
な
っ
た
の
は
私
の
三
歳

の
時
で
あ
っ
た
相
だ
．
．
私
は
そ
の
顔

を
覚
え
て
い
な
い
．
、
た
だ
長
い
雪
白

の
豊
か
な
髪
だ
け
を
記
憶
し
て
い
る

　
私
は
よ
く
そ
の
髪
に
ぶ
ら
下
り
な

が
ら
戯
れ
た
さ
う
で
あ
る
。
そ
の
一

部
が
切
っ
て
保
っ
て
あ
っ
た
が
、
優

に
尺
余
に
及
ぶ
白
髪
で
あ
っ
た
，

　
其
後
私
は
東
京
に
来
る
や
う
に
な

っ
た
、
何
よ
り
先
に
そ
の
川
越
在
の

祖
父
の
出
た
後
と
い
ふ
を
尋
ね
て
行

っ
た
．
、
其
処
に
は
若
山
の
姓
を
名
乗

る
家
が
幾
軒
か
あ
っ
て
、
中
の
一
軒

に
は
故
人
の
従
弟
だ
と
い
ふ
老
人
か

其
頃
ま
だ
生
き
て
い
た
、

　
そ
し
て
、
祖
父
が
身
延
詣
で
に
行

く
と
云
っ
て
一
生
の
門
出
を
し
た
時

に
、
ま
だ
幼
な
か
っ
た
彼
は
そ
の
後

を
追
っ
て
泣
い
た
の
で
あ
っ
た
相
だ
．
．

そ
の
日
は
雨
が
降
っ
て
い
て
若
か
っ

た
祖
父
は
蓑
笠
を
つ
け
て
い
た
相
だ
．
、

此
処
ま
で
追
っ
て
来
た
の
だ
が
、
土

産
を
買
っ
て
来
る
か
ら
と
い
ふ
の
で

た
う
と
う
泣
き
な
が
ら
追
ひ
返
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
と
、
も
う
耳
の
遠
く

な
っ
て
い
る
老
人
は
わ
ざ
／
＼
私
を

そ
の
道
の
曲
り
角
ま
で
連
れ
て
行
っ

て
呉
れ
た
り
し
た
。

　
四
顧
＋
忙
々
た
る
平
野
で
、
斯
ん
な

所
か
ら
自
分
の
祖
父
は
生
れ
た
の
か

と
思
ふ
と
、
妙
に
遙
か
な
思
ひ
が
湧

塩
　
月
　
儀
市

い
て
な
ら
な
か
4
、
た
、
極
め
て
貧
し

い
ら
し
い
農
村
で
、
そ
の
従
弟
だ
と

い
ふ
老
人
の
生
き
て
い
る
間
は
其
後

も
二
三
度
訪
ね
て
行
っ
た
が
．
．
．
彼
は

私
を
見
る
の
を
少
な
か
ら
ず
喜
ん
で

い
た
し
そ
の
死
後
は
ま
た
す
っ
か
り

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た

　
　
坪
谷
村

　
私
の
生
れ
た
村
、
詳
し
く
云
へ
ば

日
向
国
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
東
郷
村
大

字
坪
谷
村
は
山
と
山
と
の
間
に
狭
ま

れ
た
細
長
い
峡
谷
で
あ
る
、
こ
と
に

南
に
は
附
近
第
一
の
高
山
で
あ
る
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ジ
　

鈴
山
が
け
は
し
い
断
面
を
露
は
し
て

ま
　
つ
ド
ヒ

二
上
に
言
え
て
い
る
の
で
、
一
層
峡

谷
ら
し
い
感
じ
を
与
へ
て
屠
る
．

　
村
の
長
さ
は
東
西
に
延
び
て
四
五

里
も
あ
る
だ
ら
う
が
、
戸
数
は
僅
か

二
百
か
三
百
足
ら
ず
の
も
の
で
あ
る

と
思
ふ
．
私
の
家
は
そ
の
一
番
戸
で

あ
っ
た
、
〕
（
今
は
三
番
地
と
呼
ぶ
事
に

な
っ
て
い
る
相
だ
．
）
つ
ま
り
村
の
東

の
入
口
に
当
っ
て
い
る
．
、
此
処
に
新

た
に
家
を
建
て
た
事
に
就
い
て
も
私

は
祖
父
を
主
な
ら
ぬ
入
の
一
つ
に
思

は
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
，
そ
れ
は

そ
の
場
所
が
附
近
で
も
際
立
っ
て
優

れ
た
好
位
置
に
あ
る
か
ら
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

金年

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
も

町報とうこう（7）

　
今
回
の
改
正
で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
様
」
は
、
全
員
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

…
す
べ
て
の
女
性
に
年
金
権
が
つ
き
｝

…
ま
す

今
ま
で
、
サ
ラ
リ
：
マ
ン
の
奥
様

は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
も
し
な
い

も
任
意
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
奥
様
に
は
、
年
金
が
支
給
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
す
べ
て
の
奥

様
（
共
済
組
合
員
の
奥
様
に
つ
い
て

は
、
共
済
組
合
法
の
改
正
等
の
動
向

を
み
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
今
回

は
適
用
除
外
の
扱
い
に
な
っ
て
い
ま

す
．
．
）
に
自
分
名
義
の
年
金
が
支
給
さ

れ
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。
．

　
そ
の
た
め
に
は
、
　
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
様
」
　
（
む
ず
か
し
い
言
葉
で

言
え
ば
「
．
第
三
号
被
保
険
者
」
と
い

い
ま
す
。
）
で
あ
る
か
ど
う
か
の
届
出

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
届
出
の
手
続
き
を
忘

れ
ま
す
と
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
早
め
に
届
出
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
が
必
要
で
す
〃

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
も
全
員
国
民
年
金
に
加
入

「
第
三
号
被
保
険
者
．
一
と
は
…

　
ご
主
人
が
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
で
、
難
し
い
言
葉
で
言

え
ば
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
ズ
．

て
い
る
方
と
い
う
の
が
一
応
の
目
安

と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
し
た
が
っ
て
ご
自
分
が
職
場
の
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　
　
　
　
　
團

や
、
ま
た
一
定
の
収
入
の
あ
る
場
合

に
は
第
三
号
被
保
険
者
に
は
、
な
れ

ま
せ
ん
．
．

こ
の
届
出
の
方
法
は
　

　
現
在
、
国
民
年
金
に
希
望
し
て
加

入
し
て
い
る
方
．
i
一
－
－
－
－

　
十
一
月
の
初
め
ご
ろ
届
出
の
用
紙

〔
現
況
届
書
）
が
送
ら
れ
ま
す
の
で

す
ぐ
に
市
役
所
（
町
村
役
場
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
て
現
況
届
書
が
送
ら
れ
て
こ
な

い
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
」
に
は

市
役
所
（
町
村
役
場
）
国
民
年
金
係

に
届
出
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
方

　
こ
の
方
も
届
出
が
必
要
で
す
が
六

十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
届
出
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

「
第
三
号
被
保
険
者
か
ら
は
直
接
…

…
保
険
料
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん

　
こ
の
届
出
に
よ
り
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
様
」
に
な
ら
れ
た
方
の
保
険

料
は
、
新
し
い
年
金
制
度
が
ス
タ
ー

ト
す
る
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
は

ご
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
が

将
来
、
老
令
等
の
基
礎
年
金
を
受
け

る
と
き
に
必
要
な
財
源
は
、
厚
生
年

金
保
険
の
拠
出
金
や
国
庫
負
担
金
等

で
ま
か
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
．

こ
れ
ま
で
の
加
入
期
間
も
含
め
一

て
年
金
額
を
計
算

　
現
在
、
国
民
年
金
に
希
望
し
て
加

入
さ
れ
て
い
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
様
」
は
そ
の
ま
ま
加
入
し
つ
づ
け

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
期
間

は
、
新
し
い
国
民
年
金
に
も
そ
の
ま

ま
引
き
継
が
れ
加
入
期
間
に
応
じ
、

よ
り
高
い
金
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。「

O
」
時
代
の
厚
生
年
金
は
…

…
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

奥
様
が
O
L
時
代
に
加
入
さ
れ
て

い
た
厚
生
年
金
は
、
新
し
い
制
度
で

宮
崎
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
農
業
大
学
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
、

▽
受
験
資
格

　
○
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
者

　
○
知
事
が
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
以

　
　
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
た
者

▽
募
集
人
員

　
○
農
学
部
　
八
十
名

農
学
科
輪
懸

畜
産
学
科
「
難
腿

▽
修
業
年
限
二
年

▽
受
験
手
続

は
国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．

「
最
後
に
…

　
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
一
の
現

況
届
書
の
提
出
先
は
市
町
村
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
が

ご
主
人
の
勤
務
先
で
確
認
を
受
け
て

会
社
か
ら
郵
送
さ
れ
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
ご
主
人
の
勤
務
先
で
確
認

を
受
け
な
い
場
合
に
は
、
現
況
届
書

に
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は

船
員
保
険
被
扶
養
者
証
と
夫
（
妻
）

の
年
金
手
帳
を
添
え
て
直
接
役
場
国

民
年
金
担
当
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

　
願
書
に
、
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
｝

証
明
書
、
高
等
学
校
の
調
査
書
、
身

体
検
査
書
、
受
験
票
を
添
え
て
提
出

▽
書
類
の
提
出
先

　
受
験
書
類
に
返
信
用
封
筒
（
6
0
円

切
手
を
貼
付
）
を
添
え
て
市
町
村
を

管
轄
す
る
農
業
改
良
普
及
所
を
経
由

し
て
農
業
大
学
校
へ
提
出

▽
願
書
受
付
期
間

　
昭
和
6
0
年
1
2
月
1
7
日
～
昭
和
6
1
年

　
1
月
1
6
日

▽
問
い
合
わ
せ

　
詳
し
い
こ
と
は
　
一
T
．
八
八
四
　
宮

崎
県
児
湯
都
高
鍋
町
大
字
持
田
5
7

3
2
番
地
　
宮
崎
県
農
業
大
学
校
学

生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．
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お
し
ら
せ

～
命
　
’
・
∵

三
旬
．

　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
ロ

鎌
瀬

第
一
回
東
郷
町
福
祉
大
会

　
社
会
福
祉
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
東
郷
町
と

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
第

》
回
の
福
祉
大
会
を
次
の
と
お
り
開

試
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．
．

▽
期
目
　
1
2
月
1
日

7
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
内
容

　
当
日
は
、
九
時
十
分
か
ら
受
付
け

を
行
い
、
卜
時
開
会
、
十
】
時
か
ら
体

験
発
表
、
1
2
時
3
0
分
か
ら
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
．
．

歯
科
診
療
所
の
受
付
時
間
が

　
　
　
　
　
変
わ
っ
て
い
ま
す

　
東
郷
歯
科
診
療
所
の
受
付
時
聞
が

ト
月
「
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
月
・
火
・
水
・
金
・
土
曜
日

　
午
前
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
分

　
午
後
　
　
1
4
時
～
1
8
時
3
0
分

▼
木
曜
及
び
日
曜
祝
日
…
…
休
診

就
学
前
の
健
康
診
断

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
（
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
～
昭
和

55

N
4
月
1
日
生
）
を
対
象
に
、
次

の
日
程
で
就
学
前
の
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
保
護
者
同
伴
の
う

え
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
．

▼
日
　
程

福
瀬
小
学
校
　
1
1
月
6
日

寺
宝
　
〃
　
　
1
1
月
7
日

東
郷
　
〃
　
　
1
1
月
1
4
日

黙
｝
u
暑

　
受
付
け
は
、
全
校
と
も
1
3
時
3
0
分

※
越
表
小
学
校
に
つ
い
て
は
例
年
ど

お
り
坪
谷
小
学
校
で
受
検
し
ま
す
。

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
新

電
々
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
自
宅

で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と

で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
】

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご

と
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生

委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週

火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
1
1
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

宮
崎
県
育
林
祭

　
第
九
回
宮
崎
県
育
林
祭
が
、
町
内

坪
谷
の
牧
水
公
園
を
会
場
に
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
開
催
期
日
及
び
時
間

　
1
1
月
1
2
日
　
午
後
1
時
か
ら
3
時

　
　
　
　
　
3
0
分
ま
で

▽
場
所
　
坪
谷
の
牧
水
公
園

　
（
雨
天
の
場
合
は
町
中
央
公
民
館
）

▽
主
な
内
容

　
○
育
林
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
等
の

　
　
表
彰

　
○
緑
の
少
年
団
活
動
発
表

　
○
記
念
植
樹

　
○
間
伐
木
集
材
技
術
の
研
修

　
n
機
械
集
材
装
置
の
安
全
点
検

　
ω
簡
易
索
ば
り
及
び
園
内
作
業
者

　
　
に
よ
る
間
伐
林
の
搬
出
等

子
宮
ガ
ン
検
診

▽
日
時

　
1
1
月
1
4
日

　
　
農
協
坪
谷
支
所

　
　
老
人
福
祉
館

　
1
1
月
1
5
日

　
老
人
福
祉
館

　
農
協
寺
前
支
所

▽
費
用

13　9

時時

13

時
30

分

9

時

〇
三
十
歳
以
上
は
九
〔
5
円
（
但
し
、

七
十
歳
以
上
及
び
生
活
保
護
世
帯

は
無
料
）

〇
三
十
歳
以
下
も
受
検
で
き
ま
す

が
、
受
検
料
と
し
て
二
、
三
〇
〇

円
必
要
で
す
「
．

　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
六
期

家
畜
共
済
掛
金

く］D1

　［フ

nD

≧』
ｩ
己
D
撃

九
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

井山福福馬
上本谷谷井
牧菊知理淳
美美恵恵司

赤
ち

ゃ

ん

の
名

結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
　
　
　
　
　
名

ひ寿加　智秀照勝
と

み徳代定里喜代引

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
氏
　
　
名
　
年
　
齢

草
野
ス

河
野
泰
裕

鈴
木
キ
ミ
エ

三
浦
　
　
勝

主
　
所

坪
　
谷

鶴
野
内

鶴
野
内

八
重
原

　
　
谷．

難

佃
囎

髄
講

齢
赫

仲
　
深

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

◎
坪
谷
の
三
浦
ミ
ヤ
子
さ
ん
か
ら

（
勝
さ
ん
・
6
9
歳
ご
死
去
）

　　まちのうごき一

ノ＼口　 6，359ノ＼（十1）

男　3，050人（＋3）

女3，309人（一2）

世帯　1，829戸

　60年10月1日現在

幽
（ ）は対前月比
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